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A. 研究目的 
ハプロイド ES 細胞は、ゲノムが１コピ
ーしか存在しないので遺伝子とその機
能の関係を探索するために適している。
我々は、遺伝子機能を効率よく解析する
ためにはプロイドES細胞を宿主とした
バンクを作製する。 
 

B. 研究方法 
ハプロイド ES 細胞は、ハプロイド状態
からディプロイド状態に容易に推移す
る。そこで、ハプロイド細胞の割合が
90％の細胞にバーコード付きの遺伝子
トラップベクターを導入する。遺伝子ト
ラップベクターが１コピー、ハプロイド
ES 細胞に導入された細胞をバーコード
と薬剤選択を組み合わせて獲得する。 

 
C. 研究結果 

条件検討を繰り返し、Neon によるトラ
ンスフェクション (1400V, 10msec, 3 
pulses)が一番よいことが判明した。一方、
遺伝子トラップベクターは、トランスポ
ゾンシステムを利用しているが、その量
はトランスポーゼース発現ベクターが
1 マイクログラムでトランスポゾント
ラップベクターは0,1マイクログラムで
ある。この条件で、2000 個以上のコロ
ニーをピックアップし解析中である。予
備的結果では、2000 コロニーのうち、
約 20％が目的のクローンであることが
判明している。 

 
D. 考察 

ハプロイドES細胞に遺伝子トラップベ
クターを効率よく、しかも１コピー導入
できる条件が判明したので、今後は効率
よく破壊された遺伝子を同定して行き
たい。 
 

E.結論 
条件検討が終了したので、今後は効率よ
くバンク作製を行ないたい。 
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